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１． 研究目的 
地震，津波，風水害等の自然災害では，その被

害を防ぐための「防災」が重要視され，とりわけ，

各種施設・構造物などのハード面における防災対

策に重点が置かれてきた．しかし，1995 年に起き

た阪神･淡路大震災や東日本大震災（2011 年）など，

多くの自然災害における自然の巨大な威力に対し

てハード面の対策だけでは，その被害を防ぐこと

は難しく，「想定外」に対しては，その被害をでき

るだけ小さくする「減災」への取り組みが重要視

されている．すなわち，ハード面の防災を基礎と

して，人々の平常時からの備えや心構え，つまり，

ソフト面の防災が，被害を最小限に抑えるという

考え方が，防災や大きな「減災」に繋がると考え

られるようになった． 
ソフト面での防災，すなわち，人々の防災への

意識や行動を高めることにおいて，防災訓練や防

災の講演会，起震車による地震体験，近年ではイ

ンターネット上での防災訓練などが盛んにおこな

われている．しかし，未経験の災害を想定するこ

との難しさや，受動的な関わりは，訓練を形式的

なものにしたり，誤った防災意識に繋がる可能性

もある．このようなソフト面の防災の難しさに対

しては，様々な工夫がおこなわれているが，その

一つとして，防災を目的としたシミュレーション

訓練は，参加者が災害を想定し，能動的に，災害

を疑似体験するという点から，その有用性が認め

られ，多くの防災教育，防災訓練において地図や

建物の見取り図を用いて災害時の被害の想定や予

防策，発災後の対策を検討する机上訓練の「災害

図上訓練 DIG(Disaster Imagination Game)」や HUG

（避難所運営訓練），カードゲームで災害対応を疑

似体験する「クロスロード」，などが実施され，成

果を上げている． 
松井・竹中・新井(2005)は，DIG やクロスロード

で想定されている現象は主に，災害時の避難や消

火活動を担当する行政担当者の意思決定であり，

必ずしも被災時に住民が直面する意思決定ではな

いことを指摘している．そして，被災時に地域住

民や災害ボランティアが主体となって行う活動に

焦点を当てた防災シミュレーション訓練である

「広域災害における避難所運営訓練システム

STEP(Simulation Training system for Earthquake 
shelter Program)(以下 STEP）」を開発した．松井・

竹中・新井（2005）が行った STEP の効果測定に

よると，参加者は，STEP を面白く，退屈しないで，

時間は長く感じなかったと受け止め，防災教育に

役立つと評価していた． 
STEP は，阪神・淡路大震災の避難所運営に関す

る一連の調査（松井・水田・西川，1998 他）に基

づいて開発されているが，その後，新潟県中越地

震，東日本大震災などの地震災害，あるいは，豪

雨災害，台風など，多様な災害が，日本のあらゆ

る場所で多発している．そこで，本研究では，実

施が容易で，様々な被災状況に対応できる汎用性

の高い汎用版 STEP を開発することを目指してい

る．汎用版 STEP 開発のために，2019 年度には，

まず，汎用版 STEP 開発の可能性について検討し

た．具体的には，被災時に直面する問題が異なる，

都市部（千代田区）と郊外部（多摩市）の大学に

おいて，それぞれ提示するエピソードが異なる

STEP を実施した．そして，汎用版 STEP プログラ
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ムの作成過程，STEP 実施時，そして，実施後の参

加者への効果測定の結果から，汎用版 STEP 開発

の十分な可能性を確かめた．その際，都市部と郊

外部での STEP で提示するエピソードや設定され

る施設設備，備蓄品，避難者に関する特徴につい

ては，実際の大学職員の視点や意見を，計画時，

および，評価時に取り入れることで，実践研究と

しての精度を高めた．2020 年度は，これまでの研

究の振り返り，また，STEP のプラットフォーム

としてオンライン上に「Ｓｔｅｐ：広域災害にお

ける避難所運営訓練システム」という web サイト

を作成し，研究成果の情報発信，さらに，オンラ

イン版 STEP の検討をおこなった． 
そこで，本研究では①汎用版 STEP プログラ 

ムを作成する際のベースとなる従来版 STEP を， 
多様な災害や被災状況に対応可能な”架空の小学 
校での避難所運営をシミュレーションする” 
「STEP BASIC」として整備することを目指し，②

STEP BASIC を元にした汎用版 STEP を試行す

る．③汎用版 STEP の普及を進める．の３つの手

順により，汎用版 STEP の開発を行う．  
 

２． 研究実施内容 
地域住民を対象とした汎用版 STEP の実施に関

して、新型コロナウィルス感染症の影響を鑑みて

慎重に判断する必要が生じた。地域特性や年齢層

などを考慮して、オンライン版での実施を見送っ

たことから、2021 年度は過去の地域住民による実

施データの整理および文献収集等から今度の研究

への展望と検討を行った。また、STEP と同様の防

災シミュレーション訓練を行う目的で開発された

図上訓練の収集および体験を行った。 
 
３． まとめと今後の課題 
ここ数年間続くコロナ禍の中で、新しい日常へ

の変化が起こっている。それと同様に防災への取

り組みも今までとは異なるフェーズを迎えている。

たとえば、内閣府男女共同参画局（2020）による

と、女性の視点からの防災・復興ガイドラインを

踏まえた対策の推進のため、内閣府防災担当と男

女共同参画局の女性職員による「防災女子の会」

が結成されている。防災女子の会からの提言のひ

とつに「避難所運営等の意思決定の場への女性の

参画」があげられており、これまでの避難所でみ

られた役割分担（リーダー、副リーダー、食事や

片づけ担当）の偏重や女性特有の生活必需品の受

け取り方法への配慮など、平時のコミュニティで

の取り組みから女性の参画を促進していくことが

必要であると述べている。このことは本研究の今

後の展開にも必要な視点である。今までの「当た

り前」ではなく、多様な人々が日常に過ごしてい

る共生社会の中で、災害時の避難所運営がどのよ

うにあるべきかを考える必要がある。また、地域

によっては日中に高齢者が多く、災害発生時の避

難所運営に限られた人的資源で対応しなければな

らない。その際に地域に在学する大学生など、若

い世代の参画も十分に想定しておかねばならない。 
このような時代の変化に対応して、防災シミュ

レーション訓練の開発を進めていく必要がある。

対面型だけで はなく，オンラインの活用，すなわ

ち，web サイ トにおいて，STEP の情報を発信，

共有し，さらに， zoom などを用いたオンライン

版 STEP の実施可能性の検討などが挙げられる． 
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